ワイヤレスステレオぺツドセツ 


ATH-BT03/ATH-BT03T 


〔ヘッドホンについて ） 


取扱説ぉ皇 ®audio-technica 

お買い上げありびとラございます。 

ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、正しくご使用ください。 

また、いつでちすぐ読める場所に保管しておいてくださし、。 


まを上のを意 


本製品は安全に充分な配慮をして設計をしていますび、使いかたを誤ると事故び起こることをあります。 
事故を末然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。 


A を険 

この表ホは「取り扱いを誤った場合、使用者が死 t または重傷を負ラ可能性び切迫して 
います」を意味しています。 

A 警告 

この表示は「取り扱いを誤った場合、巧用ちび死 t または重揚を負ラ可能性びあります」 

を意巧しています。 

A ミ主意 

この表示は r 取り扱いを誤った場合、使用者び傷害を負ラ、または物的損害び発生する 
可能性びあります」を意昧していまず。 


コント□—ラーにごいて 


A 警告 


参病院などの医療機関、医療機器の近くでは本製品を使用しない 
電波の影 S によって機器の誤作動び発をし、事故の原因になりまず。 

♦ 本製品を航空お巧で使用しない 

電波が影醫を及ぼし、誤動作による事故の原因となる恐れがあります。 

参本製品を自動ドアや乂災巧知器などの自動制御機器の近くで使用しない 
電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となる恐れがあります。 

参付属の巧電用 USB ケーブルおよび指定の USB 対応 AC アダフタ ー（ 別売） W がは使用しない 
事故や火災の原因になります。 

♦ 異常に気付いたら使用しない 

異常な音、煙、臭いや発熱、損傷などびあったら、すぐにコンセントからなさ、 

お買い上げの販売店か当社のサービスセンターに修理を依頼してください。 

参分解や改造はしない 

感電、故障や火災の原因にな0ます。 

♦ 強い衝擊をちえない 

感電、故障や乂がの原因になります。 

• 濡れた手で邮れない 

感電やけびの原因になります。 

参水をかけない 

感電、故障や火災の原因にな0ます。 

♦本製品に異物（燃えやすい物、金属、液化など）を入れない 
感電、故障や火災の原因になります。 

参巧などでおおわない 

過熱による火災やけびの原因にな0ます。 

参同巧のポ U 袋は幼巧の手の届ぐ巧や乂のそばに置かない 
事故や火災の原因になります。 
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A 警告 

•自動車、バイク、自転車など、乗り物の運転中は絶がに读用しないでください。 

交通事故の原因となりまず。 

♦周囲の音び聞こえないとを険な場所（踏切、駅のホーム、工事現場、車や自窗車の通る道など） 
では使巧しないでくださし、。 

♦本製品は密閉度び高く、外部の音び聞こえにくくなります。周囲の音び聞こえる音量で、ま全を 
おかめなび5ご使用ください。 

参イヤピースは幼児の手の届ひない場所に保管してくだごい。 


A ミち意 

♦ 耳をあまり刺激しない適度な音量でご使用<ださい。大音量で長時間聴<と聴力に悪影響を与える 
ことがあ0まず。 

♦ 肌に異常を感じた場合は、すぐにご使用を中止してくだごし、。 

♦ 分解や改造はしないでください。 

♦ へッ ドホンを耳から外したとさは、必ずイヤピースび本体に付いているかご確認ください。 

イヤピースびちの中に残 D おり出せない場合は、すぐに医師の診察を受けてください。 


巧巧上のま意 


♦ ご使巧の際は、接続する機器の取扱説明書ち必ずお読み<ださい。 

• 本製晶を使用時に万ーメモリーなどが消失してち、当社では一切責任を負えません。 

♦交通機関や公共の場所では、他の人の迷惑にならないよラ、音置にごを意ください。 

♦ 接続する際は、おず機器の音量を最ルにしてくださし、。 

♦ 乾燥した場所では耳にピリピ U と刺激を感じることがあ0ます。これは人体や接続した機器に 
蓄積された静電気によるをのでへッドホンの故障ではありません。 

参強い衝擊をちえないでください。 

参直射日光の当たる場巧、暖房器具の近く、高温を湿やほこ D のをい場所に置かないでくださし、。 
また水びかか5ないよラにしてください。 

•本製品は長い間使用すると、紫外線（特に直射日光）や摩擦により変色ずることびあります。 

参本製品をそのままバッグやポケットなどに入れるとコードび引つかか0、断線の原因にな0ます。 
参コードをポータブル機器やコント□ーラー部などに卷き付けないでください。 

断線の原因にな0ます。 
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A ミま意 

•直射曰おの当たる場所、暖房器具の近く、高温を湿やほこりのをい場所に置かない 
故障、不具合の原因になりまず。 

♦ 义気に近づけない 

をお、故障の原因になります。 

♦ベンジン、 シンす一 、接点復活保養液などは使用しない 
変形、故障の原因になりまず。 


( リチウムポリマー電池（巧商)について ) 

A 危険 

• 付属の巧電用 USB ケープルむ外で巧電しない 
故障や乂おの原因になります。 

•分解や改造、/\ンダ付けはしない 
感電、故障や火災の原因になります。 

参义の中に巧入しない 

破損や事故の原因になります。 


么警告 


♦ か装チューブびはびれた電池は使用しない 

故障や乂がの原因になりまず。 


■お願い 


鶴 

Li-ion 


リチウムポリマー電池のリサイクルについて 

U チウムポリマー電池は U サイクルでをまず。不要になった U チウムポ U マー電池は、 
遙属部にテープなどを貼 D 付けて絶縁してからリサイクル協力店にお持ちください。 
充電式電池の回収- U サイクルおよびリヴイクル協力店については、社団法人電池 
工業会ホームぺージ http://www.baj.or.jp をご覧ください。 


Bluetooth 傑巧について 


本製品は 2.4GHZ の周波数帯域を使用しまず。この周波数帯域を使用するほかの機器との電波干渉を 
おけるために、下記事項をお読みのうえ、ご使用ください。 


本製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの唐業-科学’医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用されて 
いる移動体識別巧の構内お撒局 C 巧許び必藍）、特定小電力無線局（免許び不要）、およびアマチュア無撤局（免 
許び必要）び運巧されています。 

1 - ご淀用の前に、近<で移動体識別巧の構内無撒局.特定ル電力無撼局、およびアマチュア無撼局び運用されて 
いないことを確認して < ださい。 

吕.本製品の使用によ日、万一、移動体識別巧の構内無撼局に巧して有害な電波干渉び発ました場合には、速やかに 
電波の送信を存止してください。そのラえで当社ホ目談窓□にご連絡いたださ、還信回避のための処置（例えば 
パーテーシヨンの設置など）についてご相談ください。 

3. そのほか、移動体識別巧の特をル單力無撒局またはアマチュア無線局に対して有害な里波干渉が発をした塌合や、 
ご不明な点びございましたら、当社相談窓口までお問い合わせ<ださい。 


参本製品は曰本国內でのみご使巧いただけます。 

• 本製品は，電戚まに基づくル電カデータ通信システム無線局設糖としてほ術基華適合証明ををけておりまず。 
巧線屆のを巧は必要あ D ません。 


参しソ下の巧為は、法律で禁じられています。 

-分解や改造を巧なラ _ 

-本体に貼巧の巧術基準適を記巧ラベルマークをさむラベル）をはがす 
• 本体の表示について ^ 


2 . 4 F H 11 

I II—II 11 


この無線磯び 2.4 GHz 帯をほ用し、変調方式として FH - SS 変謂方式を採巧し. 
ち干渉距離は 10 m む巧です。 


• 使庙可能節囲 

本製□ちはを信側团 ue わ0化機器から約1 Om の範囲でご使巧いただけまずが、本製品と送信側8山 6(00 化機器の 
間に障害物びある場合や建物の構造などによっては使用可能な距離び短くなる場合びあ日まず。 

• ほかの磯器との栽響 

電子レンジ' デジタルコードレス電話-無撒 LAN を使用ずる磯器- B 山 e わ 0 化 搭載磯器など、本製品と同じ 
吕 .4 GHZ 帯の電波を巧巧ずる機器の影響によって音声が途切れることびありまず。同様に、本製品の電波び 
これらの機器に影響をちえる可能性びあるため、干渉しあう機器同±は鄙して設置してください。 


• S 山が00化通厦時に情報の漏洩が発生しましてを、当なとしては一切の責任を負いか柏ます。 


Bluetooth 対応/ (-ジヨンとプ□ファイル 


本製品は下記の执 uetoo 化パージョンとフ□ファイルに対応しています。 

■通信ち式： Bluetooth 標準規格 Ver.2.1 +EDR 準拠 
■対応 S 山 etoo 化フ□ファイル： 

• A2DP(Advanced Audio Distribution Profile)； ステレオ音質の才ーディオデータをを受信する。 
.AVRCP(Audi 日 Video Remote Control Pr 日 file) :再生、停止、スキップ、音量調整など AV 機器 

を操作する。 

• HSPCHeadset Profile) :通話/携帯電話の発着信する。 

• HFP(Hands-Free Profile) :八ンズフ U- で通話/携帯電話の発着信する。 
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内容巧を巧認ずる 


ペアリングを行なう 


本製品をご使巧になる前〔、下記內容巧びずべてそろつていることを確認してください。万一、巧容物に 
不をや損傷がちる場合は、お買い上げの販売店または当杜相談窓□までご違箱ください。 



〇の〇 〇 
〇 〇の〇 

XS S M L 


•XS サイス X2 個 

• S ヴイス X2 個 

• M サイス X2 個 

• L サイス X2 個 


M ヴイスは本 R 品に窝着ご〇ています。 


イヤピース （ ER - CKM 55) 



ATH - BT 03 / ATH - BT 03 T 


巧電用 USB ヶーブル （1.0 m ) 


ちがのち拖 


接続する機器をあ5かじめ登録しておく手順です。 

团 ue わ〇め穩器では、接続ずるお器を最视こ登録（ペアリング）しておく必要びありまず。 

ペアリングの動作をビープ音で確認したい場合は、 へッ ドホンを装着してペア U ングを巧なつてください。 

※装着のしかたについては9ページの「音楽を聞く」をご参照ください。 

※接続する磯器のお掘説明書ちあわせてお読みください。 

1. 相手側が ue 化0化磯器び、本製品の Im な内にあることを確認してくださし、。 

2. 本裂品の墮源が切れている状態で麗源/エフェクトボタンを3砂し义 J: 押し続けてください。 

LED (青）が3回点減して電源が入ります。 

3. ペアリングボタンを3秒私上巧し続け、ペア U ングモードにします。 

「ピーポポ」とビーフ音び鳴 D 、ペア U ングを開始します。 

ペア U ング中は LED び赤/青交互に点滅します。 

※ペアリングには時閣びかかる場合があ D ます。 

4. 相手側 Bluetooth 磯器でペアリング操作を行ない、本製品を検索します。 

相手側 Bluetooth 機器の画面に、検出した機器の一覧び表示されます。 

本製品は 「ATH-BT03」 と画面に表示されます。 

(ATH- 日 T 日 3T をご使用の場合も、 「ATH- 日 TO 引と表示されまず。） 


■ へッ ドホン 
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日.相手側 S/ue 化0化機器の画面に表示されている rATH-BT03」 を選択しまず。 

※辛目手側 S 山が00め磯器の画面でノ C ス〕ードを夏求されたら、「0000」と入力します。 

LED (青）びゆっく D した点滅に変わった日ペアI」ング完了でず。 

※複数のプ□ファイルを接続する場昔はI 4〜己のペア U ング手順を複数回繰り返す必要びあります。 
※一部機器によっては、自動で S/ue ゎ〇れ接続を行ない、対応したフ□ファイルを読み込む機器び 
あります。詳しくはご使用の携帯電話の取扱説明書をご覧ください。 

※已分切内にペア U ング作業を完了しなかった場合、本製品のペアリングモードは解除されて、 
電源び切れまず。この場合、をラー度最初か日ペア U ングを行なってください。 

※リセットボタン（一12ページ）を巧してちペア IJ ング情報は削隙されません。 

■ ぺアリング中のを部の動作 



吕秒じ(上押し続けてくださし、。 
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巧電のしかた 


お買い上げ時は、本製品は巧電をれておりません。 

巧めてご使用になる場合は、本体を巧電ずる必要がありまず。 

1. 本製品のキャッフを外し、マイクロ US 目ジャックに付属の充電用 US 巨ケーブルを接続しまず。 

2. 巧電用 USB ケープルをパソコンの USB ポートに正しく接続します*1。 

3. 巧電び開始されると本体の LED (青）ぴ点減し、 LED (ホ）び点なしまず。 

充電開始か日約3〜4時間で LED (ホ）びミ肖巧し充電完了となります。 

XI 正しく接病されていない場合，本体の LED (ホ）び点巧します。 

X 吕空の巧電池を巧電完了にするにゆの目安の時間でず。 

前回巧電しに分の電池容呈び廷っている場合には、展い時間で巧電完了にな D ます。 


ペア IJ ングを巧な3 (つヴを) 


一度ペアリングを巧なつてら、 U 下の場合は再度ペアリングび必要でず。 

目台上の B / uetoo 化機器をペアリングしたとき 

(本製品は最大8台までペアリング登録でさまず。8台ペア U ング登録したあとに、新たな機器の 
ペア U ング登録を行なラと、8台のペアリングされた機器のラち、接続した曰時び最ちちい機器の 
ペアI」ング情報び、新たな機器の情報で上書をされます。） 

修理を行なったなどで、本製品のペア U ング情報が消えてしまったとき 
-相手側 S 山が〇〇化機器で本製品の接憾履歴情巧が削除されたとき 


*USB 対応 AC アダフター（別売）でを充電することびでさます。詳しくは15ページをご参照ください。 

■就鋼 ■ 



害告音び鳴り. 0.5 秒間障で LED (ホ）と LED (青）び同時に点滅します。 
本体の電巧び完全になくなるとお了音び鳴 D 、電源び自動的に切れます。 
LED の点滅び始まったら、上記のち法で充電して<ださい。 


Bluetooth 対応携帯電話の情報について 

S 山が00め対応の携帯電話の適合リストについては、当社ホームページでご案内しています。 

TOP ページ > 一般製品 > 製品適合リスト 

http://www.audio-technica.co.jp/atj/support/ 


6盤おのがお旧閒封因〇 

連統通信（音楽再生時間を含む）：最大約己時間 
連続待ち受け：最大約200時間 
* 巧用条件によ D 異なります。 

• 本製品は UTF の原因などによ口.巧電中に異常びあると.巧電ぴ売了していな<てち LED (ホ）び消のすることびあります。 
■ 動作巧罰温度範囲（已で〜4日で）か6列れる場合 
■ 巧重な重油に問題びある場合 

この場合，ち5—度上記の温度昭囲内で巧電を巧なって<ださい。 

それでち充呈ごれない場合は，当なのヴービスセンターにご巧鼓くだごい。 


• 初めて巧電を行なったと5,まには長い間巧巧しないとさは，充電な重おの持続時間び屈<なることがあ D ます. 

何回か巧巧電を繰 D 运すと.巧巧に巧覃でさるよラにな0ます。 

• 使用可能時間び通常の半分ぐらいにを下した場合は.充呈式是池の寿おとちえ S れます。 

巧軍式電巧の交換については、お買い上げのお店，または当巧のヴービスセンターにご巧該<ださい。 

♦急激な涵度変化や、直射日光，雷、私‘、ほこ0や覃気的な衝普を遥けてくだごい。 

また駐車中の幸内には、抱巧に巧置しないで<ださい。 

♦本裝品とバソコンを接続中に、パソコンび省電カモー円こなると正しく充軍でさません。接続を行なう前にバソコンの設定を巧設して 
ください。バソコンび省覃カモードになってち LED (ホ）は自動的に消のします。この場合は.巧覃をゃ D 直して<ださい。 

参接続の晩ま本裝品とバソコンは.巧巧の US 日ケーブルのみを使巧し.直接接続してくだごい。 USB 八ス USB 担長ケーカレは 
使用しないでください。 USB ケーフルは USB ボートの巧までフラクを持ってまっすぐ差し込んでくだごい， 
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音楽を聞く 


本製品は、 S / uetoo 化無線技術におけるコンテンツ巧蕾方式のひとつ、 SCMS - T 方式に巧応していまず。 
SCMS - T 方式対応の携帯電話やワンセグテレビなどの音楽（または音青）を聞<ことができまず。 

操作を行なう前にむ下の内宮をご確認ください。 

参送信側 Bluetooth 機器の電源が入っている。 

•本製品と送信側 Bluetooth 機器のぺアリングび完了している。 

•送信側 S / uetoo 化機器が音楽送信磯能に対応している（ブ□ファイル： A 吕 DPX ) 

※プ□ファイルについては4ぺージの 「 S / uetoo 化み: t 応バージョンとプ□ファイル」をごを照ください。 


通話する 


加/が〇〇化機自 g 搭載の携帯電話で通話を巧なうには、下の内容をご確認ください。 

参携帯電話の Bluetooth 搪能が有効になつていること。 

♦本製品と Bluetoorh 巧応携帯電話のぺアリングび HSP か HFP で完了していること。 

1. 本製品の電源が切れているげ態で電源/エフェクトボタンを3砂似上長巧しし電源を入れまず。 

2. S/w わ0化対応携帯電話の取扱説明書をご参照の上拉 w わ0化接続操作を行なってください。 

掛 w わ0め対応携帯電話の画面のリストの中に 「ATH- 目 T03」 と表示されます。 

(ATH-BT03T をご使用の場合も、 「ATH-BTOS」 と表示されます。） 


1. ち図のよラにへッドホンを装着してください。 

’L (左）"の表示側を左耳に、 ’R (ち）"の表示側をち耳に、 
それぞれ装着してください。 

2. 本製品の電源び切れている状態で電源/エフ ェク トボタンを 
3秒切上押し続けてくださし、。 

超動音び鳴り、 LED( 青）び3回点滅して電源び入ります。 

3. 送信側 Bluetooth 機器の取扱説明書をご参照の上、 Bluetooth 接続 
操作を行なつてください。 

4. 送信側 Bluetooth 機器の再生を始めます。 

S/ue わ0め接続中は、 LED 清）が点滅します。 




左側には指で触って 

わかるよラに凸形状びあ D ます。 



送信側 e/wtoo 化機器び機器操作機能但山が00化フ□ファイル： AVRCP) にが応している場合は、 
本製品の操作ボタンで' を信側 Bluetooth 機器の操作びできます* *。 

* 送信側田 uetoo め機器によっては、操作に巧あしていない場合びあ D ます。 

操作ボタン 
巧手脚樓お操作おお 

操作ボタンの真ん中、©を短巧しすると、再生/一時停止 
操作ボタンの （3 を長押しずると、停止 
操作ボタンの側、短巧し-曲送 D /長巧し-早送り 
操作ボタンの側、短巧し-巧戻し/長巧し-早戻し 


- 0 ). 


货)：離し-再生/-離止 
:民押し-冉止 

巧巧し-曲さ D / 長巧し-早をり 
…：巧押し-巧房し/長巧し-草房し 


を 




操作ボタンの上下で音量を調整します。 

操作ボタンを上 （+) へ動かすと音量び大さくな D、 

下（一）へ動かすとルさくなります。 

操作ボタンは長巧しでを調整でをます*。 

* 音量び最大/最ルになると r ピピッ」と警告音び鳴 D まず。 
それ化上は大きく /ルさくなりません。 



已.ご使用後、電源を切ります。 

送信側 Bluetooth 機器を操作して' Bluetooth 接続を切断します。 

ご使用後は本製品の電源/エフェクトボタンを3み似上長押しし、電源を切ります。 
終了音び鳴 D、 電源び切れます。 


⑨ 


HFP と MSP の両方に対応した Bluetooth 対応携帯電話をご使巧の場合は、 MFP で接続してくだごい。 
※プ□ファイルについては、加巧ね0め対応バージヨンとフ□ファイル （^4 ページ）を參照ください。 


■ 電話を受ける 

着信びあると、ヘッドホンから着 i 言音び聞こえます。 
通話ボタンを押して、電話を受けます。 

※通話ボタンを2秒む上巧し続けると着信拒をします。 

■ 電話をかける 

ご使巧の携帯電話を操作して電話をかけて<ださい。 

本製品から発信音が聞こえない場合は、通話ボタンを 
2抄政上巧し続けてください。 

■電話を U ダイヤルずる 

ご使用の携帯電話の待機中に、通話ボタンを 
2秒な上長押しし、 U ダイヤルしまず。 

最後にかけた電話番号に発信します。 

※ご使用の携帯電賴こよって異なる場含びありまず。 
受話音量を調整ずるには、操作ボタンを上または 
下へ動かして音量を調整しまず。 


マイク 



■ 電話を切る 

本製品の通話ボタンを押して、通話を終了します。 


ご使用を 

送信側 Bluetooth 機器を操作して、 Bluetooth 接続を切断します。 

ご使用後は本製品の電源/エフェクトボタンを3砂む上長押しし、電源を切ります。 


⑩ 


3D BASS エフェクトお能について 


育巧再ち中の通話 


電源/エフェクトボタンで 3 D BASS エフェクト機能を ON / OFF でをまず。 

3 D BASS エフェクト機能は 、 SRS Labs , Inc び閲免した SRS W 0 W HD ™ を採用しています。 

※出荷時は 3D 日 ASS エフェクト機能び作動した状態にセットされています。 

CCC / m ) この技術は、才ーディオの再生音質を改善し、裸く豊かな低音再生、 

高域の音の损けの良さと其に迫力のある立体音場を体験してしすこだけます。 

さ辟ぶ は . SRS Labs . Inc . の商標です。 

W 0 WHD 巧術は 、 SRS Labs Inc . か6のライセンスにきづき製品化されています。 


音楽苗生中に，電源/エフ王クトボタンを短く巧ず* ch, ビープ音び「ピッ」と鳴り、 
に D (青）び1抄点巧し機能び作動します。 

※出荷時は 3D 目 ASS エフェクト機能び作動した状態にセットされています。 
*ェフエクトポタンを3巧け上 S 巧しずると、本製品の電源が切れます。 


LED 清) 



音楽再生中に短く押すと、 3 D BASS エフェクト機能び作動します。 


音楽再を中に通話をするには、 A 2 DP だけではなく、 HFP または HSP での S / uetoo か接続も必要でず。 

1 . 「通話する」り1ページ）の手順に従って、ご使用の携帯電話を HFP または HSP で 
Bluetooth 接続してくださし、。 

※巧しくはご使用の携帯星話の取扱説明書をご参照ください。 

2. 音楽を再生ずる S 山 etoo め機器（ポータプルプレーヤーや携帯電話など）を操作して' 

A2DP で本製品と日/ ue ゎ0め接続しまず。 

音楽再を中に通話ボタンを2砂しん t 長押しし、 

U ダイヤルします。 

音楽び一時停止し、最後にかけた電話番号に発信します。 


着信びあると音楽び一時停止し、 

本製品のへッドホンから層信音び聞こえまず。 

1 . 本製品の通話ボタンを押して、通話を開始しまず。 

2. 通話び終了した5、通話ボタンを押し電話を切ります。 
本製品び音楽再生に戻ります。 


操作ボタン 



着信があつてもへツドホンか6を信音が聞こえないとをは、む下の操作をして<ださい。 
• 再を中の音楽を停止する。 

参着信音び鳴った弓通語ボタンを巧して、通話を開始する。 


電源/エフェクトボタンををう一度短く押すと、ビーフ音び r ピッピッ」と2回鳴り、 
LE □(ホ）が1秒点口し 3D BASS エフェクト機能び解除されます。 

《音禁ソースによっては、 3D BASS エフェクトにより音び歪む焉合びあ日ます。 

その場合は、 3D BASS エフェクト機能を OFF にしてご使巧ください。 


⑩ 







































お手入れのしかた 


巧電のしかた （ USB 巧応 AC アダプターをほ用する場合) 


長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたしまず。 

お手入れの底は、アルコール、シンナーなど落剤類は使用しないでください。 


バソコンで巧電ずる（一6ぺージ ）1^ 外に、 USB 対応 AC アダプタ ー AD - SU 已〇己 JEA (別売）を 
使用して巧電ずることびできまず。 


■ コン h □—ラーについて 

乾いた巧で本体のミちれをがいて <ださい。 

■ へッドホンについて 

乾いた巧で本体のミちれを巧いてください。 

なお、音び出る部分（※ち図）は繊細なため、触らないぶラにしてください。 
故障の原因にな D ます。 

■ コードについて 

汗などでミちれた場合は.使巧をすぐに乾いた巧で巧いてくだごい。 

巧れたまま使用すると、コードび劣化して固くな D 、 故障の原因にな0ます。 



1. 本穀品のマイク aus 己ジャックに付属の充電用 USB ケーブルを接続しまず。 

2. 巧電用 USB ケーブルを巧電アダフターの USB ジャックに接続しまず*1。 

3. コンセントに USB 対応 AC アダフターを接続してください。 

4. 充電び開始されると本体の LED (青）び点減し、 LED (ホ）び点口しまず。 
充電開始か5約3〜4時間で LED (ホ）び消巧し巧電完了となりまず。 *2 

正しく接掃さ〇ていない場合、本体の LED ( ホ）び点 ® します。 

《 2 空の充電巧を巧電亮了にするための目受の時間です。 

前回巧空した分の至あ容量が残っている場合には . 巧い時間で巧空完了にな D ます。 


■ イヤピースについて 

♦ イヤピースのサイス/種類について 

イヤピースび耳にうまく装着されていないと低音び聞こえにくいことびあります。本製品は、4サイズの 
シリコンイヤピース XS 、 S 、 M 、 L を巧属しており、お買い上げ時は M ヴイズび装着されています。 
ぶりよい音質で楽しんでいただ<ために、イヤビースのヴイスを換えて.イヤピースを耳の収まりの良い 
位置に調節してください。 

♦ お手入れのしかた 

へッドホンからイヤピースを巧し、5すめた中性な剖で手洗いしてください。 

況ををは乾いてひらご使用 < ださい。 

♦交巧のしかた 

ち図のよラにち<なったイヤピースを外し、新しいイヤピースを 
興までしっかり巧 D 付けてください。 



A 注意 

• イヤピースは巧れび付さやすいため，定巧的に取りがしお手入れをしてください。巧れび付いたまま使巧すると， 
イヤピースを通して本体の音が出る部分び巧れ、音質び幕<なる恐れびあ D ます。 

参イヤピースは消巧品です。イ呆巧や使巧によ D 莫化しますので.嵌合びゆるくなるなどの装化び見られた場合は、 
お早めに安換してください。消拜品、部品の購入につさましては、販売店または当社のサービスセンターへ 
お問い合せください。 

• 一度がしたイヤピースを本体に付ける際は、確実に取 D 付けられているかを確認して<ださい。イヤピースび 
写の中に残ったまま放置ずると、けびや病気の原因にな0ます。 


■ J セット機能にごいて 


万一、本製品の操作びできなくなってしまった場きには、これを巧除ずるためのリセットボタンび 
設け6れていまず。下記手順に従って、コント□-ラー部ち測面にあるリセットポタンで本製品を 
U セットして<ださい。 

1.本製品を1」セットしてください。 

己.ち図のように細い棒などを U セット巧に 
差し込み、リセットボタンの感醒ぴある 
まで押してください。リセットボタンび 
巧されると電源び切れます。 


※この操作をしてちペア IJ ング情報は削除さ 
れません。 



⑩ 


■就拥巧 ■ 


USB 対応 AC アダプター 
( AD - SU 50 已 JEA ) 


マイク aUSB 



巧電巧 USB ケーブル 


電池巧量が少なくなった場合 

窒告昌が鳴り.日.已秘間隔で LED (ホ）と LED (青）び同時に点滅します。 
本体の電池び完全になくなると終了音び鳴 D 、電源び自動的に切れまず。 
LED び点滅しはじめたら、巧電してください。 


• 本監品はむ下の原因などによ D. 充里中に異常びあると . 充呈び完了していなくてち LED ( ホ）び消なすることびあります。 
' 動巧が ! i 温度巧囲巧で〜 4 已ご）か 6 巧 •ri る場合 
-巧覃式里池に巧琶がある場合 

この場合、を 5— 度上記の ’ 温度壁囲內でな爾を行なって < ださい。 

そ〇で 6 巧軍さ〇ない場合は . 当れのサービスセンターにご巧設ください。 


• 長い間巧用しないとさは、巧至式を ; をの持続時聞巧巧くなることび友 0 ます。 

何回か巧巧電を場りおすと、充分に充電できるようにな 0 ます， 

参使巧可能時間び适萬の半巧ぐ 5 いにほ下しに場合は . 巧電ま空おの寿命とちえ 5 れます。 

充里式呈池の交換については、お青い上げ店まには当社のサービスセンターにご巧設 < だごい， 
■ 急激な温度変化や . 直射日光，雲 - 砂、ほこりや電気的な衝呈を遥けてください， 

また駐車中の幸巧には、巧対に ® B しないで < ださい。 



K 障かな？と思った S 


「 Q 1 . 電源が入6なぃ I 

A 1 . 里ミ也残置は巧分ですか？一巧空してください。 A 2 . 巧軍中でずか？一巧至中は重源を入れることがでをません。 
[ Q とペアリングができない/完了しない 

A 1 . 本製品と巧手側 Bluetooth 巧器が班れていませんか？ 

^本裝品とキ目手測白山6化〇化おおを Im け巧に近づけて再度ペアリングをしてください。 

A 2. 巧手側 Bluetooth 樓翻ま適さ構種でずか？一適さをお認してください。 

A 迁プ□ファイルの設定はち了していますか？ 

_一巧手測 S 山 etoo 化が巧巧帯蛋話の取扱説明書を確設し、フ□ファイルの設定を完了させてください。_ 

[ Q 3. 百山 e わ〇化 接続びでさない 

A 1. 本契品と巧手測曲 U が00めおおの電源が入っていまずか？一電源を入れて<ださい。 

A 2. 巧手測 Bluetooth 爲器の Bluetooth 巧能は有効になっていまずか？ 一 Bluetooth 宿旨 g を有効にしてください。 

[ Q 4. 音楽の音が出ない 

A 1. 本製品と巧手測 S 山が00め樓器の重源が入っていまずか？一電源を入れてください。 

A を本裝品と巧手測日/ ue 化〇め樣器が A 2 DP で接病されていまずか？ 一 A 2 DP 接镜してください。 

A 3 .巧手測 S / uetoo 化樓器が音ま再生されていまずか？一音を再生して<ださい。 

A 4. 本お品の音置がかさくちりませんか？また接続した樓器側の音置がかさくありませんか？ 
^音置を大さぐ調堅して<ださい。 

[ Q 己音楽の音がをむ、途切れる 

A 1. 本製品や巧手測 Bluetooth お器のぶくに吕 .4 GHZ 帯の周姐巧を梗用ずる電モレンジや 
無想などの樓器はありませんか？一それ5の博器とおして巧用してください。 

A 2. 3 D BASS エフェクトな能び ON になっていまはんか？一音楽ソースによっては、 3 D BASS エフェクト 
により音がをむ場さがありまず。その場合は、 3 D BASS エフェクト機能を OFF にしてください。 

A 3. 巧手測 Bluetooth 儀器でを巧のアブリケーシヨンが起動していませんか？—一部の携帯空話などにおいて 
本數品を使巧する原、複数のアプリケーシヨンび起動していると、音をや音をがを切れる場台がありまず。 

A 4. 巧手測 Bluetooth 構器と巧れて使用していませんか？ 

_一巧手側掛 uefoo 化おおを巧づけて、電波の届く薛囲で使用してください。_ 

[ Q 6. 音楽の音質が悪い 

A 1. 本裝品と巧手側执 ue 化0化お器び、 HSP の S 山 etoo め接続になっていませんか？ 

^Bluetooth 接続を A 2 DP に切り巧えてくだごい。 

[ Q 7. 通話相手の青が聞こえない（通話時） 

A 1. 本契品と柜手測 S 山が00化対応巧帯電話の電源が入っていまずか？一電源を入れてください。 

A 呂.本裝品と巧手測 Bluetooth おおが HFP もしくは HSP で接病されていますか？ 

— HFP もしくは HSP で Bluetooth 接続してください。 

A 3. 相手測 Bluetooth 捐帯電話の音青設定び、适話中に本製品を怔用ずる設定になっていまずか？ 

^Bluetooth 携帯電話の音青設をで、本裝品を店巧できるように設定してください。 

A 4 .本裝品の音量びかさくちりませんか？一音量を大きく調養してください。 

A 已.接続した携巧電話の音量は小さくありませんぴ？ ^音屋巧大きく謂舊してください。 

ro 見通信距離が短い（通話時) 

A 1. 本お品や柜手側 Bluetooth 博器の近くに 2.4 GHz 帯の固液数を岳用している里子レンジや 
無炼などの搏おはありませんか？—それ5の博おとおして巧用してください。 

A 2. 本裝品を巧手側 Bluetooth 樓帯に近づけてご巧用ください。 

[ Q 9. 巧電でさない 

A 1. 本お品とバソコンに巧空用ケープルびしっかり接続されていまずか？ 

—しっかり巧までまっすぐ差し込んでください。 

A 2 .バソコンの電源び入っていまずか？ーバソコンの電源を入れてください。 

A 3 .バソコンびスリーブ巧態に入っていませんか？ーバソコンの電源設定をご確認ください。 

A 4. 別売の USB 対応 AC アダフターをご在用の場合は、正しく接続されていますか？ 

一接镜をご巧認ください。 


テクニカル デー タ 


コント□—ラー部 


参通信方式 
♦出力 

• 最大通信距離 
参使用周液数帯域 
参対応日山 efoo 化プ□ファイル 
参巧なコーデック 
• 巧应コンテンツ保雲 
参電源 
• マイク型式 
• マイク指向特性 
• マイク感度 
参マイク周波数帯域 
• かお寸法 
参質量 

• 巧巧温度範囲 
参付属品 
• 別売 

へッ ドホン部 


S / ue わ 0 化標準規格 Ver .2.1 +EDR 華拠 
己山6わ 0 化標準規格 Power Class 2 
見通しの良い状態で1 OmL ソ內 
吕 .4 GHz 帯 (2.402 GHz 〜2.480 GHz ) 
A 2 DP 、 AVRCP 、 HFP、HSP 
SBC 

SCMS - T 方式 

DC 3.7 V 内蔵リチウムポリマー充電ミ也 
エレクトレットコンデンサー型 
お指向性 

-40 dB ( lV / pa , atlKHz ) 

10〜4.000 Hz 

W 19 XH 64 XD 2 已 mm ( コード部餘く） 

約 15 g 
已で〜4已で 

巧電ケーブル、イヤビース ( XS , S 、 M 、 L ) 
交換イヤピース ER - 仁 KM 日 5( XS 、 S , M 、 し） 
USB 対応 AC アタ’プター AD - SU 己〇已 JEA 


•型式 
参ドライパー 
• 出力音圧レベル 
参再生周波数帯域 
参インピーダンス 
• コード長 

•質量 


:ダイナ S ツク型 
: 08.8 mm 
: lOOdB/mW 
: 20〜20,000 Hz 
: 16 Q 

: 60 cm ( Y 型*) 

* 左ちのコードの長さび同じです。 
:約日 g 口ード含む） 


(改良などのため予告な < 変更することびあ D ます。） 


Bluetooth ワードマークおよび□ゴは 、 Bluetooth S に, Inc . の所有であ0、株式会なオーディオテクニカは、 
ライセンスにまづをこのマークを使用しています。他のトレードマークおよびトレードち称については、 
個々の所有ちに帰属するをのとします。 


アフターヴービスについて 

本裝品 ! をご家庭用として . おの説明や涅統 ' ミち意書さに巧ったご往用に 
ぉぃて巧恒した場合 . 巧 |1 書記致の巧間 ' 規定にぶ 0 巧巧借巧をさだて 
いたださます ■ 修巧びでさない製品の場合は . 交換さだていにださます， 
お貢い上けの原の領収書またはレシートなどは.保証開翅曰の涅語のに 
めに巧 !! 皇と共に大切に保管し宿理などの原は提示をお願いします。 


が巧を社 Jf - みザテク ■=/! 

f 1 94-8666 東を節町田巿巧巧2206 
http://www.audio-technica.co.jp 

132309480 


おおい合りせ ( 呈話受付/平日 9:00 〜 17:30) 

畏品の仕な ’ 使いかたや慢理 ’ 部品のご巧験は.お胃い上げのお店または 
当社窓 □ およびホームぺージのサボートまでお顆いします。 

■ 巧設居 □( 巧品の仕様 • 巧いかた） 画. 0120 -773-417 
(携巧電話 PHSK どのご利用は 03-6746-0211) 

FAX : 042-739-9120 £;<- ル： support@auclio-technica.cc.jp 
♦ ヴービスセンター ( 侄理 • 巧品） 0120 -887-41 巨 
( 携巧電話 ’ PHS などのこ•利用は 03-6746-0212) 

FAX : 042-739-9120 口ール： servicec 即 te 階 audiWechni 扣 .co.jp 
♦ ホームベージ（ヴポート） 
www.audio-technica.co.ip/atj/support/ 
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